
事例３ 本の装丁の多様性とその意匠の奥深さを知り、思考力、判断力、表現力等の育成をねらった事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材名 「プロデュース ＭＹ絵本 ～願いを伝える『本の佇まい』とは～」 

  【第３学年】Ａ表現⑴イ(ｲ)、⑵ア(ｱ)(ｲ)、Ｂ鑑賞⑴ア(ｲ)、〔共通事項〕⑴ア、イ  

               デザインに表す活動 

２ 題材について 

⑴ 生徒の実態（略） 

⑵ 本題材を指導するに当たって（略） 

３ 目標及び評価規準（※〔共通事項〕ア、イはア   、イ   で示す。）  

⑴ 題材の目標 

 ・形や色彩などの性質や、それらが感情にもたらす効果と、造形的な装丁の特徴を基に、絵本と

して全体のイメージで捉えることを理解する。              〈知識及び技能〉 

 ・材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫し、製本の順序などを考えながら、

見通しをもって表す。                         〈知識及び技能〉 

 ・読者へ伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容、社会との関わりなどから主題を生み

出し、伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え、絵本表現の構想を練る。 

                                   〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ・絵本の目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者が絵本に込めた主

題や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を

深める。                         〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ・美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に読者への伝わり方を想像し、統一感などを総合的に

考え構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもって表す表現の学習活動に取り組もうと 

  する。                              〈学びに向かう力、人間性等〉 

 ・美術の創造活動の喜びを味わい、主体的に伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさな

どを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなど鑑賞の学習活

動に取り組もうとする。                      〈学びに向かう力、人間性等〉 

⑴ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 形や色彩などの性
質や、それらが感情にも
たらす効果と、造形的な
装丁の特徴を基に、絵本
として全体のイメージ
で捉えることを理解し
ている。 
技 材料や用具の生か
し方などを身に付け、意
図に応じて工夫し、製本
の順序などを考えなが
ら、見通しをもって表し
ている。 

発 読者へ伝える目的や条件
などを基に、伝える相手や内
容、社会との関わりなどから主
題を生み出し、伝達の効果と美
しさなどとの調和を総合的に
考え、絵本表現の構想を練って
いる。 
鑑 絵本の目的や機能との調
和のとれた洗練された美しさ
などを感じ取り、作者が絵本に
込めた主題や表現の意図と創
造的な工夫などについて考え
るなどして、美意識を高め見方
や感じ方を深めている。 

態表 美術の創造活動の喜びを味
わい、主体的に読者への伝わり方を
想像し、統一感などを総合的に考え
構想を練り、意図に応じて創意工夫
し見通しをもって表す表現の学習
活動に取り組もうとしている。 

態鑑 美術の創造活動の喜びを味
わい、主体的に伝達のデザインの調
和のとれた洗練された美しさなど
を感じ取り、作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などについて考
えるなど鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。 

 ※それぞれの評価規準は「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を、そのまま使用したり、具体 
 的な学習活動を踏まえ言葉を省略や変更したりするなどしている。（下線部は変更箇所） 

○学年    第３学年 

○主な領域  デザインに表す活動 

○事例のポイント 

 ①鑑賞を通して対話し、読者の視点を確かめ制作を進められるよう学習過程を工夫する。 

 ②身近にある本を造形的な見方・考え方を働かせ捉え直すことで、本の装丁の多様性とその意

匠の奥深さを体験的に学ぶことができるようにする。 

 ③個別最適にＩＣＴ端末を「思考の見える化」や「学習過程の記録」に活用し、相互に制作内容

や製本の工夫を共有・交流することで、学び合いを生み出す。 

 



４ 指導と評価の計画(全 10時間扱い) 

○：指導に生かす評価、◎：全員の学習状況を記録に残す評価 

 

時

間 

 

 

学習のねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等  

 

備 考 知識・技能 
思考・判断・ 

表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

知 技 発 鑑 態 

既

習

事

項 

・先輩の作った絵本作品を鑑

賞することから絵本制作の

可能性を感じる。 

・エスキースの制作から主題

を生み出し制作への見通し

をもつ。 

    
○ 

エスキース 

「主体的に学習に取り

組む態度」は、夏休みに

絵本の着想や構想を下

絵から把握し、指導に生

かす。 

1 ・「生徒推しの装丁」と「美術

館の絵本」の比較鑑賞を行

い、本の多様性を知る。 
○ 

対話 

観察 

  

◎ 

対話 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

記述 

対話 

観察 

「思考・判断・表現（鑑

賞）」は、学習記録ＩＣＴ

ポートフォリオを自分

の見方や考え方を広げ

ているかという視点で

評価し記録に残す。 

2 ・絵本作家の仕事に学び、「読

者のことを考えた装丁」と

「色のもたらす感情」を知

る。 

◎ 

記述 

対話 

   

「知識・技能（知識）」は、

ワークシートや学びを

まとめたＩＣＴホワイ

トボードから自分の見

方や考え方を広げてい

るかという視点で評価

し記録に残す。 

3 ・シンキングツールの活用に

よるアイデアの整理を行

い、構想を練る。 

・ビジュアルレコーディング

でアイデアを視覚的に共

有、班で話合うことで読者

の視点を確認、よりよい表

現を選択する。 

  

◎ 

対話 

観察 

記述 

 

「思考・判断・表現（発

想や構想）」は、観察に加

えて学習記録ＩＣＴポ

ートフォリオが主題を

読者に効果的に伝える

装丁・デザインであるか

という視点で評価し記

録に残す。 

4 ・本の構造を知り、『本の佇ま

い』を決定する要素である

本の大きさ、厚さ、重さ、素

材、手触り、質感、場面数、

割り付け、構図、絵本のジャ

ンル、形、開き方など主題に

合った装丁の要素を選択し

制作に取り組む。 

・内装の表現である図案、しか

けの制作に取り組む。 

・見返しの接着、中身の大きさ

を決定する。 

○ 

対話 

観察 

   

「知識・技能（知識）」は、

机間指導と授業記録から

把握し、指導に生かす。 

5 

 

○ 

対話 

観察 

  

「思考・判断・表現（発

想や構想）」は、机間指導

と授業記録を総合して

評価をする。 

6 
◎ 

対話

観察

作品 

   

「知識・技能（知識）」は、

作品の表現を造形と教

科横断的な視点などか

ら総合的に評価し記録

に残す。 

7 ・内装表現を作者による読み

聞かせ形式で発表し相互鑑

賞する。 
   

○ 

対話 

観察 

記述 

「思考・判断・表現（鑑

賞）」は、学習記録ＩＣＴ

ポートフォリオから把

握し、指導に生かす。 



8 『本の佇まい』を決定する要

素を選択し製本に取り組む。

（厚紙の切り出し→外装のデ

ザインと作図→外装の完成→

中身と外身の貼り合せ→帯、

しおりの制作） 

  

◎ 

記述 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

作品 

記述 

対話 

観察 

「思考・判断・表現（発想

や構想）」は、表現に至っ

た思考や判断を授業記録

から評価し記録に残す。 

9 

 

◎ 

対話

観察

作品 

  

「知識・技能（技能）」は、

主題と装丁の関連を総合

的に評価し、製本の技能

を評価し記録に残す。 

10 ・作者による読み聞かせ形式

での相互鑑賞をし学びの振

り返りを学習記録ＩＣＴポ

ートフォリオにまとめる。 

   

◎ 

対話 

観察 

「思考・判断・表現（鑑

賞）」は、学習記録ＩＣＴ

ポートフォリオから評

価し記録に残す。 

事

後

学

習 

・校内絵本展を鑑賞する。 

    

絵本展投票用紙の感想

欄を評価する。 

 

５ 本時の学習（本時３／10時） 

⑴ 目標 ・読者へ伝える目的や条件などを基に、伝える相手や内容、社会との関わりなどから主  

      題を生み出し、伝達の効果と美しさなどとの調和を総合的に考え、絵本表現の構想を 

      練る。                      〈思考力、判断力、表現力等〉 

⑵ 準備  

〇教師：板書用掲示、ＩＣＴ端末、大型ＴＶ 

〇生徒：ＩＣＴ端末、色鉛筆、スケッチブック 

（３）展開 

過

程

時

間 

学習活動 

予想される生徒の 

具体的な姿（「 」） 

指導の工夫 

（〔共通事項〕に係る内容 

ア   、イ   ） 

評価と手立て 

【観点】：評価規準（評価方法） 

◎：十分に満足できる状況 

◆：Ｂ評価に達しない生徒への手立て 

導

入

５

分 

１ 前時までの鑑賞活動を

振り返り、本時の課題をつか

む。 

 

 

「絵本作家のこだわっている

色の効果を参考にしたい。」 

「ポップアップ技法をストー

リーのクライマックスの場面

に使ってみたい。」 

「インターネットで作り方を

調べられたぞ。」 

 

 

 

 

○「ＩＣＴ端末に記録した授業の振り返りを

確認させる。」思考の連続性を持たせる。 

○色の微妙な違いを感じ取ることが苦手な

生徒に配慮しグループでの取組とする。 

 

 

 

 

 

 

○ＩＣＴホワイトボードを大型ＴＶ画面で

提示することで、絵本の多様な作風に気

付き、学んだことを想起できるようにす

る。 

・ＩＣＴの活用：個別端末、大型テレビ 

・板書の活用：学習の見通し※補足⑶参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案「願い(主題)」を読者に伝える効果的な『絵本の佇まい(装丁)』とは？ 

 編 P100 指導計画の

作成の留意事項⑴⑹ 

 編 P100 指導計
画の作成の留意
事項⑷⑻⑽ 

生徒作品の多様性を生み出す 



 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

40

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業記録から事前に考

えてきたアイデアについ

てグループで話し合い、ア

イデアを練る。（話し合い

15分） 

「友達は自分とは違った感じ

方をするのが面白いな。」 

 

グラフィックレコーディング 

※補足⑷参照 

「スケッチブックに描き込み

ながら話すとイメージが友

達に伝わりやすいぞ。」 

「色鉛筆で塗って配色を確か

めると、実際の出来上がりの

イメージが想像しやすいね。」 

 

 

 

 

「『本の佇まい』決定する要素

には本の大きさ、厚さ、重さ、

素材、手触り、質感、場面数、

割り付け、構図、絵本のジャ

ンル、形、開き方などが関係

しているようだ。」 

 

３ 「本の佇まい」について

の話合いを生かして自分のア

イデアを練り上げる。 

 

４ 次時の「内装の制作」に

ついて学習の見通しをも

つ。 

「あたたかで柔らかな印象の

質感にしたいから、和紙や布

を次の授業に用意しよう。」 

○これからの絵本制作に生かす表現のよさ

と工夫を班員で協議できるようにスケッ

チブックに書き込みながら話し合わせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小グループは４名を基本とし、自己のア

イデアと向き合い、他者との対話を通し

て本時の目標を達成する活動が行えるよ

うに４つの役割を分担させる。 

①司会：発言を促したり、話題について意見

し考えを深めたり話合いをリードする。 

②発表(作者)：自分の生み出した主題を読

者へ豊かに伝える装丁とは何か。参考に

した美術館の絵本を手に装丁の説明を加

えながら、アイデアを発表する。 

 記録：描画でアイデアを伝えたり記録し

たりする。 

③提案：発表を受けて感想を発言したり、ア

イデアに対して「よりよくなる提案」を試

みたりする。 

④整理：話合いで出た課題を整理する。 

「（例）話合いから○○が課題として、解決

策として○○が提案されました。」 

 

○本時の活動の成果が分かりやすいアイデ

アをＩＣＴホワイトボードで紹介し、他

者のアイデアとの対話を通して振り返り

の指針とさせる。 

○シンキングツールの選択 

・プロットダイヤグラム 

・表紙・裏表紙のデザイン 

・絵コンテ 

・座標軸 

・情報分析チャート   など 

 
 
 
 
 
 
 
【 発 】読者へ伝える目的や条件など

を基に、伝える相手や内容、社会
との関わりなどから主題を生み出
し、伝達の効果と美しさなどとの
調和を総合的に考え、絵本表現の
構想を練っている。 

       （対話・観察・記述） 

◎絵本を通して読者に伝えたい主題

を生み出している。また、主題を

効果的に読者に伝えられる造形の

工夫を発想している。 

◆エスキースの内容や装丁の鑑賞を

振り返り主題を生み出すように助

言する。主題を生み出せている生

徒には、効果的な伝わり方をグル

ープ内で交流し、よりよい表現を

考えるように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整

理 

５

分 

○本時の活動を振り返り、次

時の制作へ生かす。自分の

課題に気付き、解決する家

庭学習の内容を考える。 

準備する素材や「予習について：ワークシー

ト」など次回以降の学びの見通しをもたせ

制作に生かすようにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 編 P100 指導計画の

作成の留意事項⑺⑼ 

 
編 P100 指導

計画の作成の

留意事項⑵⑶ 

事例のポイント➀ 

鑑賞を通して対話し、読

者の視点を確かめて制作

を進められるよう学習過

程を工夫する。 

事例のポイント② 

本の装丁の多様性とその

意匠の奥深さを体験的に

学ぶことができる。 

 知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準、技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準、   

 発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準、鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞 

 に関する評価規準、態表＝表現における「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準、態鑑＝ 

鑑賞における「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を表す。 

 ※【記録に残す評価】は□、【指導に生かす評価】は〇で示している。 



６ 補足 

⑴ 在籍生徒数 37名 

⑵ ＩＣＴホワイトボードをネットワーク上に作成する。生徒一人１シートでアイデアを視覚的に

まとめさせ、自由に鑑賞できるようにする。参考になったり、よいと感じたりしたアイデアには

付箋機能でコメントを残すように指示し、自由にアイデアを交流できるようにする。 

⑶ 本時の板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷グラフィックレコーディング 

 議論などの内容を、イラストや文字を用いてリアルタイムで記録して保存する手法。 

 

 

 

議論のテーマを明示した。 

話し合い活動の役割を

視覚的に明示する。 

課題を示す
赤カード 
（校内共通） 


